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特集 「対テロ戦争」と歴史認識

現代日本社会における「平和」

- 情 報 戦 時 代 の 国 境 を 超 え た 「 非 戦 」 -

I は じ め に

Ⅱ 分子的変化を導いた「100人の地球村」受容
Ⅲ 「ちいさな声」
W  9.11以後の「紛争巻き込まれ拒否意識」

I は じ め に - 不 安 と 留 保 か ら の 出 発

200 1年9月1lB,私は韓国ソウル市にいた。政治

学ゼミナールの学生たちとともに翌日板門店を視察
し ， 夜 の ソ ウ ル 大 学 生 と の 交 流 会 に 備 え る こ と に

なっていた。しかしニューヨークの出来事で歴史は
暗転し，板門店行は中止された。日本の学生たちは，
韓国の学生たちの多くが「やったあ」というのに驚
いた。私は幾度か訪れた世界貿易センタービルの瓦
解に衝撃を受け，「テロでも報復でもなく正義を」
の運動に加わった。デモや集会の組織化ではない。
｢戦争は一人，せいぜい少数の人間がボタン-つ押
すことで一瞬にして起せる。平和は無数の人間の辛
抱強い努力なしには建設できない。このことにこそ

平和の道徳的優越性がある」という丸山真男の言葉
を受けての，インターネットによる情報戦だった')。
当時すでに20万人以上のアクセスを記録していた

個人ホームページ「ネチズン・カレッジ」に，9月
17日から「イマジン」という特設コーナーを設けた。

当初はマスコミに載らないアメリカ国内の平和の声
を主に紹介したが，やがて多くの日本のサイトと提
携して平和の声や運動，アフガニスタン民衆の実情
を伝え，今でも毎日数百人が訪れるポータルサイト
(インターネット上の窓口）となった。本体の「ネ
チズン・カレッジ」も，累計30万ヒットを越えた2)。
これらの経験については, 2001年11月の「日韓平和
文化ネットワーク形成」シンポジウム，年末の「公
共哲学ネットワーク」シンポジウム等で報告し，い
くつかの論文としても発表されている3)。

加 藤 哲 郎

しかし，この「戦争」は終わっていない。世界的
に認知された名称さえない。戦争目的も「和平」の
基準も不明確だからである。アメリカの「対テロ戦
争」は，イラク侵攻を準備し，職員17万の「国土安
全保障省」を新設して「テロリストの観点からテロ
攻撃の計画を立案し，弱点を洗い出して対策を練
る」方向にエスカレートしている。小論は，上記の

経験を踏まえ，主としてインターネット上での日本
民衆の「平和」意識の現在を探る中間報告である。

マスコミの世論調査では, 9.11直後に日本社会を
広くおおった気分は「不安」であった。ウェブ上に
データベースとして残されているテレビ朝日ニュー
ス・ステーション調査では, 9.11直後から11月中旬
に日本の世論の顕著な変化が起こった。アメリカ主
導のアフガン報復攻撃と日本の自衛隊派遣の双方で，
当初の支持から不支持へと世論が逆転した4)。

9月22/23日の最初の調査時点では，アメリカの
報復攻撃支持48％対不支持38％，小泉内閣の自衛隊
派遣にも賛成52％対反対37％であった。小泉内閣は，
内閣支持率70%を背景に，テロ対策特別措置法・自
衛隊法改正に向かった。しかし，世論にはさまざま
なためらい，留保や亀裂があった。「日本政府がア
メリカの報復攻撃を支持すると，日本でもテロが起

こる」という不安が90%を占めた。そこから報復戦
争や自衛隊派遣を容認しても，いくつもの留保が付
されていた。「アメリカは報復攻撃の根拠となる証
拠を示すべき」が 8 5 ％，「日本がアメリカの報復攻

撃を支援するためには，アメリカの報復攻撃を認め
る国連決議が必要」も73％に達した。「日本が自衛
隊を派遣する際 アメリカ軍の作戦に注文をつける
権利を持つべきだ」は 6 5％だった。「イラクなどに

もアメリカが報復攻撃をする場合」には「支持しな
い」が58％で，武力行使容認は，「証拠を示し」「注
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文をつける」条件付きであったことがわかる。
当初の世論の亀裂は，特に「自衛隊派遣」をめぐ

る，顕著な男女差であった。全体では賛成52％対反
対37％だが，男性の賛成67％対反対27％に対し，女
性は40％対45％と反対が多かった。この点は，『朝

日新聞』の9月28/29日調査でも，「自衛隊派遣」
賛成42％対反対46％の内訳は男性54％対37％に比し
て女性30％対54％，「自衛隊員の武器使用の基準緩
和」でも男性の反対40%に対し女性61%で，大きな
差が出た。同様な初発での性差は，私の「イマジ
ン」に入れた大学生意識調査でもみられた。『朝日
新聞』調査で「米国の報復行動への日本の参加で，
テロが日本で起きる危険性が高まる」と思う人は
77％で，特に大都市居住者で高く，かつて「地下鉄
サリン事件」を経験した東京では85％にのぼった。

アメリカのアフガニスタン報復攻撃直後，テレビ

朝日の10月13/14日調査では，報復攻撃支持51%対
不支持37％，自衛隊派遣支持55％対不支持35％と，
現状追認がやや増えた。自衛隊派遣については男性
69％対26％，女性43％対44％で，やはり性差がみら
れた。ところが11月17/18日調査では，「米英の軍
事攻撃」支持40%対不支持47%と逆転し，「日本艦
隊のインド洋派遣」も支持38％対不支持53％へと反
転した。これは，「軍事攻撃のテロ組織撲滅への効
果」について「ある」45％対「ない」40%という，
事態の泥沼化による「有効性感覚」減価にもよるが，
同時に，ほぼ10月中旬を境にして，当初の不安・留

保から非戦・反戦の方向に動いたことを示している。
いったい，何があったのだろうか？

Ⅱ分子的変化を導いた「100人の地球村」
受容

まずはよく知られた事例を見てみようo 2001年9

月末から10月中旬，アメリカがアフガニスタン空爆
を開始した頃 電子メールに乗って一つのネットロ
ア（インターネット上のフォークロア）が日本中を
駆けめぐった。それは,10月27日の『朝日新聞』
｢天声人語」で取りあげられ，’2月中旬のタリバン
政権崩壊の頃に，編集・改訳されて池田香代子＝ダ
グラス・ラミス『世界がもし100人の村だったら』
という書物となり，半年で120万部の大ベストセ

3 6 歴 史 学 研 究 第 7 6 9 号

ラーとなった。私の手元に届き，ジョン・レノンの
音声ファイルと共に「イマジン」に収録された電子
メールの前半は，以下のようなものだった。

●もし，現在の人類統計比率をきちんと盛り込んで，
全世界を100人の村に縮小するとどうなるでしょう。そ
の村には…･･･

5 7 人 の ア ジ ア 人 2 1 人 の ヨ ー ロ ッ パ 人

14人の南北アメリカ人 8人のアフリカ人がいます
5 2 人 が 女 性 で す 4 8 人 が 男 性 で す

70人が有色人種で 30人が白人
70人がキリスト教以外の人で 30人がキリスト教
89人が異性愛者で 11人が同性愛者
6人が全世界の富の59％を所有し，
その6人ともがアメリカ国籍
80人は標準以下の居住環境に住み
70人は文字が読めません
50人は栄養失調に苦しみ 1人が瀕死の状態にあり
1 人 は い ま ， 生 ま れ よ う と して い ま す

1人は（そうたった1人は）大学の教育を受け
そ し て た っ た 1 人 だ け が コ ン ピ ュ ー タ ー を 所 有 し て い

ます

よくできた「いま」のスケッチである。末尾の一
節は，パソコンで読む大学生に衝撃を与える。講義
で朗読すると強い反応があった。池田＝ラミスのベ
ストセラー本は，これらの数字を最新統計で修正し

ている。だがインターネットで流れたメールは，ま
だまだ続く。当時さまざまな論議を呼び，池田＝ラ
ミス本では大幅に書き換えられた，後半である。

●もしこのように縮小された全体図から私達の世界を
見るなら，

相手をあるがままに受け入れること，
自分と違う人を理解すること，そして，
そういう事実を知るための教育がいかに必要かは
火をみるよりあきらかです。
また，次のような視点からもじっくり考えてみましょ

う。

もし，あなたが今朝，目が覚めた時，
病気でなく健康だなと感じることができたなら……
あなたは今生き残ることのできないであろう
100万人の人たちより恵まれています。
もしあなたが戦いの危険や，投獄される孤独や苦悩，
あるいは飢えの悲痛を
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一度も体験したことがないのなら……
あなたは世界の5億人の人たちより恵まれています。
もしあなたがしつこく苦しめられることや，
逮捕，拷問または死の恐怖を感じることなしに

教会のミサに行くことができるなら……
あなたは世界の30億人の人たちより恵まれています。

もし冷蔵庫に食料があり，着る服があり，
頭の上に屋根があり，寝る場所があるのなら…”・
あなたは世界の75％の人たちより裕福で恵まれていま

す。 … …

あたかもここが地上の天国であるかのように
生きていきましょう。

「天声人語」で紹介される2週間以上前に，この
メールをめぐるさまざまな討論の輪が生まれていた。
一つは不安・恐怖・自分探しの告白や共感・感銘・
決意の表明であり，もう一つはメールの出典をたど

り，作者を捜し，それを情報として共有しあう歴史
探偵である。インターネット上の各国語サイトが検
索されて，作者の方はすぐに見つかった。現代エコ
ロジー運動に多大な影響を与えたローマ・クラブ報

告『成長の限界』(1972年）の作者の一人ドネラ・
メドウズD o n e l l a H . M e a d o w sで , 9 . 1 1の半年前

に亡くなっていた。日本語初訳者も，世界銀行に勤
務していた中野裕弓と特定され，そのメールが「あ
のメッセージの英文がわたしのEメールに届いた
のが今年の3月上旬です。……ここに来てまさにタ
イムリーなメッセージとなったような気がします。

そこに書かれていたことは，わたしが帰国して以来

伝えたいと思っていることと，とてもよく似ていま
す-今必要なのは（1）相手をあるがままに受け
入れること，（2）自分と違う人を理解すること，
そして（3）世界は多様性に満ちているということ
を知るための教育，まさにそうだと思います」と
ネット上で流された。

つまり，このメールは，英語圏では早くから出ま
わっていた。英語でも，詩人デイヴィド・タウブ
David Taubのように，出典を探った人々がいた。

1 990年のメドウズのオリジナル「村の現状報告」は
｢1 000人の地球村」だった(The Global Citizen,
May 31, 1990)｡ 92年のブラジル地球環境サミット
のさい，米人デイヴィド・コープランドD a v i d

Copelandがメドウズの許可を得て5万部のポス
ターを作った。それは地球環境に関わるデータを
｢l OOO人の地球村」で示した厳密なものだったが，

数年後には「100人」に縮小された「顔の見える村」
になり，環境NGOなどを介して世界に流れていた。
中野裕弓による日本語訳メールは，作者メドウズ

の死の直後，2001年3月から流布し始めたが’爆発
的に広がったのは9. l lがきっかけだった。最初の
発信は，教育関係者のメーリングリスト ( M L )
だった。9月24日，倉敷市の教育家が初夏にみつけ

た中野訳をMLに流した。これが鹿児島の教師か
らより大きい教育MLに流れた。それを受けた千

葉県市原市の中学教諭が，25日の父兄・生徒向け
MLr学級通信」に掲げた。その父兄の一人の酒屋
さんが，29日に全国800店の酒屋さんMLに転送し，
それを受けた香川の酒屋店主が多数の環境ボラン
ティアMLに「ある学級通信」として流した。そ
れが瞭原の火のように広がって,10月8日のアメリ
カ空爆開始の前後には，日本中のM Lやホーム
ページ(HP )で飛び交うネットロアになっていたo

タリバン政権が崩壊し12月中旬に書物になった頃
には, ｢100人の地球村」を研究・討論するいくつか

のHP、掲示板ができていた。書物はベストセラー
になり,  ｢IOO人の日本村」「100年の地球村」など便
乗出版物を生みだし, 2002年には韓国．台湾・中
国．フランスで翻訳出版されるにいたった5)｡

しかし，英語版が環境NGOなどで長く使われて
きたにもかかわらず，日本語訳はなぜ9. l l直後か
ら爆発的に流布したのだろうか？そこには「100
人の地球村」が，ほかならぬ日本の市民に訴える何
ら か の メ ッ セ ー ジ が あ っ た の で は な い か？ そ う し

た分析も，インターネット上で行われてきた。私の
HPrイマジン」でも，高校教諭目良誠二郎の分析
を収め，私の作成したデータベース「日本における
『100人の地球村』の広がり方」で「CHANCE !
平和を創る人々のネットワーク」MLでの10月5日
以降の討論を紹介し，「爆発的広がりのキーワード
は，『女性』『幸せ』『統計』のようです」とコメン
トした。

実際この広がりには，女性たちのMLや発言が
大きな役割を果たした。それは当時の世論調査での

現代日本社会における「平和」（加藤） 37
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大きな性差を反映していた。「とても，わかりやす
くて，ぐっと来る文章ですね。泣いちゃいました」
といった反応がすぐに現れた。ただし途中で，特に
後半の（原作者メドウズには責任のない）「幸せ」
論議が,MLや掲示板チャットの俎上にのぼった。

●「『全世界を100人の村に～』の件は，簡潔で，とて
も鮮やかです。感じるところがあります。しかし，『も
しあなたが～』に続く件は，なんともいやなにおいを感
じてしまいます。。…．．『～人のひとより，恵まれていま
す』という言葉には，傲慢さを感じずには，いられない

のです。カワイソウといわれるひとたちの，不満を感じ
てしまうのです」

●「私はこの人たちより恵まれているって思うとき，
私とその人たちとの間には断絶があるような気がする
のです。っていうか，そう考えた瞬間にそれまでなかっ
た溝ができるような気が。見下すというか」

そこから，さまざまな感想が飛び交った。「統計」
と格差構造の読み方が焦点になる。

●「このメッセージは，基本的には自分たちが今いる
場所は得がたいんだよ-，当たり前じゃないんだよ-，

だから回りの人に感謝して，がんばろうね，と言ってい
るんだと感じたのですが」
●「この詩（？）で私が共感する部分は，デモグラ
フィー（60億の人口を100人にしたときの，世界の現実）
かわかることなんです。へえ，こんなに有色人種が多い
んだ，とか，キリスト教徒って3割しかいないんだ，と
か，コンピュータをもっている人はたったひとりなんだ，
とか。だからラッキー，私は幸せ，みんなは不幸ね，と
は思いません。ただその現実を知ること，そして，その
たったひとりの，たとえばこうしてコンピュータを持っ

ている私たちの役割と世界に対する責任はとてつもなく
大きいものだ，だからこそ，コンピュータを使って，い
い仕事 自分もみんなもハッピーになれるようなことを
しようよ，って思う」

●「人と比較して，それで優位に感じたり，劣等感を
持つことには，あまり意味がないです。大事なのは，私
が私らしく，あなたがあなたらしく，生きること。自分
が平和を経験したいなら，人にもそれを与えること，自
分が安全な場所にいたいなら，相手にも安全を保証して
あげること，自分がおいしいごはんを食べたいなら，相
手にも食べさせてあげること，そんなあたりまえのこと
を，できる人になりたいです。でも人になにかをわけて

あげるには，自分がそのなにかを持ってないと，わけら
れないですよね。食べ物でも，お金でも，時間でも，な
んでもいいけど」
●「この文章は，これを読んで，相手を幸福な気持ち
にしてあげるためじゃなく，自分たちの無邪気な幸福を，
当たり前のものとして享受している事への戒めのために
書かれた文章だと，私は思う。その上で，当たり前のも
のとして享受している幸福に感謝すべきだというメッ
セージだと思う」
●「みなさんこの詩にはいろいろな思いがあるようで

すね。単純な私は統計としてしかみていませんでした。
やまほど富を持つ強者が餓死寸前の弱者に何億円も。
何千万円もする爆弾を打込むこんな不条理があるで
しょうか？」

こうした広がり方の中に，特に後半の「経済統計
的には恵まれている側の人へのメッセージ」の中に，
｢共感」「反発」のみならず，日本的「癒し」を読み
とることもできる。私のゼミナールでの学生たちの
討論のまとめには，「『地球村』の癒しとしての効
能？＝①否定的（経済的弱者などと自分を比べるこ

とで）に実存性を肯定している。②人に自分を分析
してほしいく自分探し>･自分の今置かれている状
況，環境を下を見ることによって肯定したい。③
ターゲット層（母親 教師）が抱える不安。経済的
な逼迫感 子供とのコミュニケーションのねじれ＝

現代日本が抱えるさまざまな不安」とある。
このように「100人の地球村」は,  9.11以後の日

本社会に生じた不安や不満，厭戦気分も反戦平和も
非戦の決意をも包み込む，ある種の受容コードの役
割を果たした。原作の1 000人を100人に縮小したた
めに，地球と文化の多様性が捨象され，単純化され
たことは否めない。歴史学の立場からすれば，なに
よりも時間の流れが切り取られ，空間で輪切りされ
ることで，歴史的変化が見えにくい難点を衝くこと

もたやすい。にもかかわらず, ｢100人の地球村」
ブームは，かつての「宇宙船地球号」に近いイメー
ジで，異質な他者との相互理解や，日米関係を相対
化する認識に作用を及ぼし，現代日本の「平和」を
典型的に表象するマトリクス（母型）となった。そ
こで論じられた問題は，「グローバリゼーション」
のもとでの「テロル」と「イスラム」「アフガニス
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タン」「難民」という重い認識対象を，個々人の現
在と生活実感に引きつけて考える契機となった。
事実 その広がり方は，「テロでも報復でもなく

正義と援助を」の9.1 1以後のインターネット平和
運動の爆発的広がりとオーバーラップ．し，世論の動
きにも連動していた。上に紹介した「CHANCE !」
掲示板討論の参加者は，9月下旬からわずか2週間
で1 250万円の募金をネット上で達成し，アメリカの
NGOと提携して10月9日の『ニューヨーク・タイ
ムズ」に意見広告を出した「グローバル”ピース・
キャンペーン」の担い手たちであった。

Ⅲ「ちいさな声」 -「平和ボケ」を超えて -

別槁で詳しく論じたように,  9.11以降の日本のイ
ンターネット平和運動は, 2000年韓国「落選運動」
並みの本格的情報戦段階に達した。6月に始まった
｢小泉内閣メールマガジン」200万部の影響力をも凌
駕する，社会内部のさまざまな声(voice)を，イ
ンターネットのサイバースペース上にネットワーク

化する，いくつもの結節点を生みだした。もちろん，
無数のナショナリスティックな言説や，雑音(noi-
se) ,偽情報(disinformation)をも伴って。

ニューヨーク在住のアーティスト坂本龍一のHP

には「debris  of  prayer  (祈りのレンガ)」という
投稿コーナーが設けられた。トップの「Non-Vio-
lence  (非暴力)」の標語と白いリボンをクリックす
ると「CALL FOR PEACE & JUSTICE !」の署

名コーナーにリンクする。世界中から無数の有名無
名の英語・日本語の投稿がレンガ状に積み重ねられ，
レンガの人名をクリックするとその投稿が読める構
成で,12月の坂本龍一監修『非戦』出版にいたる

｢戦争が答えではない」「非暴力こそが真の勇気」の
運動の拠点となった6)。タイトルの『非戦』につい
て坂本は，「テロリストに敵対するか味方するかと
いった二者択一ばかりでなく，もっと別の立場もあ
るじゃないか，との意味をこめて，あえて『反戦』
ではなく『非戦』と題した」「ちょっと待ってくれ，
戦わないで，まずは考えようという思いを込めた」
という。

「Io(イオ)」という人権問題のHPを開いていた
二人の女性（伊藤美好・井上ひろこ）は，「アメリ

力はテロ事件に対し，報復のために軍事行動をしよ
うとしており，日本も小泉首相が協力を申し出まし

た。このまま戦争に巻き込まれていってしまうので
しょうか？インターネットでは，マスコミとは違

う情報や意見がたくさんかわされています。そして
国境を越えて人と人とのつながりが生まれてきてい
ます。でも，子どもやお母さんの声，戦争を体験さ
れた方の声はあまり聞こえてきません」として，
｢それぞれの思いを伝えあいませんか」と呼びかけ，

｢ちいさな声」というサイトを設けたo電子メール，
郵送，ファクスに公園等で配ったメッセージカード
からも「声」を集め，ホームページに掲載した。
「ちいさな声」は，9月27日から10月末で230通の

投稿を集め，小冊子にして国会議員や各国大使館・
報道機関に届けた｡1l月13日のr朝日新聞」「天声
人語｣，同17日NHK rおはよう日本」などでも取
り上げられた。その後l1月から翌年2月の110通も
小冊子になり，現在もHP上で「声」を伝え続けて
いる。その中から，特に「平和＝非戦」認識に注目
して，特徴的な流れを追ってみようoここではあえ
て，今様「戦争の記憶」を文脈・語り口から理解す
るため，紙幅の許す限り長文で引用する7)｡
当初の感覚は「不安・恐怖・祈り」で，事態を身

近にひきつけ受けとめるための「なぜ」であった。

【2001/ 9 /27東京都44歳】母や叔父から戦争の体験談を
よく聞きます。母は 東京でたくさんの死体をみました。
その中を逃げました。でも今 私のまえには見えなくて
も世界では日々そういうことが繰り返されているそ
のことを考えるのは 大事ですね･･…･でも じゃあ 今の
情勢にどういう解決があるんだろう毎日どうと､う巡り
で考えています。

【2001/ 9 /28長野県43歳】近所の友人の息子さんが貿易
センタービルのすぐそばの日本食レストランでアルバイ
トをしていたのだそうです。。…･･こんな小さな山村にさ
え，家族があわやという目に遭った人がいるのだから，
被害者の家族，友人，知人は世界中に散らばっているに
違いありません。その方たちの深い悲しみを思うと，本
当に胸がふさがる思いです。でも，彼らは何で自らを犠
牲にしてまで，こんなテロ事件を起こしてしまうに至っ
たのでしょう？その背後には私達には想像もできない

深い絶望があるに違いないと思いますが，そんなことは
ほとんどマスコミには出てきません。
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【2001/ 9 /29東京都14歳】なんかこわいな～～と思う
テレビでいろんなふうにrどのように報復するか」とか
いう話，アメリカのミサイルの話とかステルス戦闘機の
話とか，空の戦車とかいわれてるヘリコフ｡ターの話とか，
そういうのをやっていて，こわい。とにかくこわい。

10月に人って，過去の戦争体験が語られるように
なった。ベトナム戦争や湾岸戦争ではない。圧倒的
に60年前のアジア太平洋戦争である。年号で語られ
ることは少ない。「昔」「あの頃」「当時」である。
今日残る戦争体験者は高齢化し，多くは幼小児体験
で↑記憶は断片的である。ただ「死に直面し，生き
のびた」記憶の強烈さが，語りを可能にしている。

【2001/10/ l埼玉県60歳】3歳でした。夜汽車に乗って
移動中，爆音が聞こえてきたかと思ったら，全員汽車か
ら降ろされ，空っぽの汽車は明かりを消して走り去りま
した。乗客は全員線路の上を歩いて行きました。.…"兵
隊さんが，自分にも同じくらいの娘がいると母に語って
いたこと，それからゆで卵を一つくれたこと，その味ま
でとてもよく覚えています。今でも飛行機の爆音が聞こ
えると，サーット腕に鳥肌が立ちます。そしてなんとも
いえない恐さが襲ってくるんです。
【2001/10/ l埼玉県56歳】私は当時5ヶ月で，足が悪
かった父は徴兵から免れていたそうです。空襲警報が
鳴って，父が私を抱いて他の家族と共に防空壕に走った
そうです。そして父が私を防空壕に投げ入れた瞬間，焼
夷弾が落ちて父は亡くなったんです。.…･戦場でだけ人
は死ぬんじゃなくて，普通の生活してるところも爆撃さ
れたら絶対に巻き込まれるの。
【2001/10/ 1埼玉県61歳】家財道具を，家に置いておく
と空襲でやられるからと，離れた桑畑に付近の人達は運
び込んでいました。そして上から筵で覆っていたんだけ
れど，ある晩の空襲の時に，たまたま住宅街からそれた
焼夷弾が一発桑畑に飛来して，一気に燃え上がりました。
……終戦後の苦しさは，なんといっても飢えでした。両
親と私と，リュックを背負って闇米を買出しに行った時，
警察官の検問にあって，父と母のリュックは目の前で逆
さにされて中身は全部没収でした。……それで私の
リュックの中の一升のお米で，家族は飢えを凌いだの。
今も世界じゅうの各地で飢えに苦しむ子どもたちの姿を
映像で見るけど，私も，周りにいた子ども達も，全くあ
の子達と同じだったのよ◎戦争は終わっても，いつもお
腹が空いていた。誰が死んでもおかしくなかった。とに
かく，あんな思いを誰かがしていると思うと，本当に辛

い。

【2001/10/ 6茨城県59歳】私の父は91歳になりました。
病床にいます。今日，父の傍らで国会中継を観ていまし
た。眠っているとばかり思っていた父が，ぽつりともら

したのです。「また戦争やるらしいのお。戦争なんて，
ありやあ，ひどいもんだった。人間のやることじゃない
よ。･･･…。戦争が人生を変えた……」私は胸をつかれて
何も答えられませんでした。……父は些細なことに激し，
幼児の私にも抑圧をしてきました。私と父の長く続いた
葛藤には常に戦争の影があったといっていいと思います。

政治不信・マスコミ不信も強かった。「失うもの」
があるからこそ，戦争に反対する。そこに孕まれた
｢平和」意識は，どんなものだったのだろうか？

【2001/10/ 2東京都34歳】自爆テロっていうけど，特攻
隊よれ一。．…･･テレビでいろいろ話してるおっさん見る
と，イキイキしてるよね-。これぞ，男の世界というか，
力をみせつけてやるとか，自分も動かしてるんだという
か，なんか，主人公になったような感じなのかね-。と
にかく，システムのなかにいたいのね-って感じ。で，
街角でインタビューなんかみてると，おばさんが，こと．
もは戦場には行かせたくないなんていってるけど，か
えっていまのこどもたち，自分から行くとはいわないだ

ろうけど，どう？なんていわれたら，ここよりいいかも
なんて，いくこもいるんじゃないかな-。良い自殺場所
みつかったとかって。

【2001/10/ 4東京都45歳】テレビも新聞も，世界中がこ
ぞって報復に賛成しているかのように言っている。そん
なことってあるだろうか。世界はどうなってしまうのだ
ろう。日本はこのままずるずると軍事国家になってしま
うのか。そんなこと同意していない。主権者のはずなの
に，何もできないのか。

【2001/10/ 8埼玉県15歳】私は彼氏がいるんですけれど，
その人が死ぬのだけはいやです。そしてこの戦争で，な
んの意味もないのに何人もの人が死ぬのがいやです。
【2001/10/ 8埼玉県17歳】戦争がもし起こったら， 今の
楽しい時がなくなってしまうことが一番嫌です。平和な
日本でありたいです。楽しい人生を送りたいです。
【2001/10/ 9千葉県42歳】私は，不登校の子どもを抱え
ている母親です。普通のレールにのれない子供らをどう
育てるかに，日々腐心してきました。……アメリカの多
くの人は「報復」に沸き立ってしまいました。みなが同
じ方を向くとき，異端は排除されます。イスラム系の人
たちが迫害されているようです。日本が同じ状況になっ
たら，不登校の生きる世界は，また狭くなってしまうだ
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ろう。それも思いました。マスコミが同じ方向ばかりを
あおるのも，ぞっとしました。「非国民」を再現しては

いけない。そう思いました。子供らが事件を起こすたび，
｢命の大切さ」を言ってきた，えらい方々が，平気で戦
争協力を言い，「多少の犠牲は覚悟」なんて，何を言っ
ているんだ。私は怒っています。そして悲しいです。
【2001/10/11石川県60歳】ニューヨークの世界貿易セン
タービルに飛行機が突っ込み，まもなくあの高いビルが
2つとも崩れ落ちた時，56年前の広島・長崎が重なりま
した。……56年前，広島に投下された原爆の「きのこ
雲」の下にいた1人として，世界中の誰もが私たちのよ
うな辛い目にあわないように，の思いで「ふたたび被爆
者をつくるな」「核戦争ノー」そのためにこそ核兵器の
廃絶を，と訴えつづけているのです。…“．世界に誇る平
和憲法を持つ日本が，何故こんなにも簡単に自衛隊を海
外派遣できるのでしょうか。武力によらない解決を心か
ら望みます。事件後すぐに国防総省が，ブッシュ大統領
に戦略核を使うよう提言したと新聞に出ていました。唯
一の被爆国として，「絶対に核兵器は使ってはならない」
と，アメ'ノカをはじめ全世界に発信してください。
【2001/11/ 5東京都75歳】私は昭和と共に青春を送った
老女です。…･･･昭和15年(1940)から父に伴われて中国
の北京に行き，そこで敗戦を迎えました。その頃 日本
の起こした戦争も聖戦と呼ばれていました。軍閥の搾取
や八路軍（中共軍）の虐待から中国の人々を救い共存共
栄の理想郷をつくるのが目的と教えられました。．…･･戦
う相手はタリバンとビンラディン氏の仲間であって，ア
フガン人を敵とするものではない，などというニュース

を見ていて「アレッ」と思いました。これでは戦時中に
私たちが教えられたことと変わりありません。……私は
聖戦などどこにも存在しないと思います。日本が戦争を
仕掛けた頃「バスに乗り遅れるな」という言葉が叫ばれ
ました。今の各国のアフガンへの対応を見ていると，そ
の時代が思い出されてなりません。

11月にちょっとした「平和ボケ」論議があった。

【2001/11/17大阪府55歳】アメリカのテロ事件に関して
を読みましたが，皆さんとても平和ボケしています。う
わくだけの報道で市民に犠牲者が出たと言えば戦争反対
と叫びますが，タリバン政権が国民をどれだけ抑圧政治
してきて反対勢力を何万人処刑してきたかも，今では解
放され自由になった市民の声が，タリバンが居なくなっ
て自由で平和になったと言ってるではありませんか。世
界中がテロ撲滅に賛成しているのに日本だけが参加せず
に言葉で平和平和と，話し合いでと言ってたら，世界か

ら相手にされなくなりますよ。この事件が日本でおこり
身内に犠牲者が出ていたら，考えも変わるでしょう。
もっと危機管理意識を持って下さい。
【2001/11/18京都府40歳】平和ボケって，とても大切な
事だと思います。日本は，戦争と無縁なので人はファッ

ションや藝術に熱中することができます。青い空，秋の
紅葉 雪をかぶった富士山，「なんてすばらしいので

しょう」と，心から思うことができます。生活をしてい
て嫌な事からは逃げる事もできます。会社が嫌ならやめ
られる。配偶者とうまがあわなければ離婚もできる｡人

と付き合うのが苦手なら山の中でひとりぐらしもできる。
．…･･でも，戦争中の国では，爆弾からは逃げられない。
今，沖縄は大変です。なぜ大変なのか，それはみんなが

知っています。「アメリカの基地」があるからです。沖
縄は戦争にまきこまれる可能性が高いから，観光客は行
かないのです。いくら沖縄の自然や食べ物が魅力的でも，
誰も今の沖縄に不安なしに行くことはできないのです。
【2001/11/23埼玉県18歳】本当は誰も戦争なんかしたく

ないはずなんだ。あんな怖いことしなくても，人って生
きていけるはずなんだ。でも，それを実感できない。そ
ういうのが怖い。頭ではわかってても，人の声とか，背
負ってるものとか“･…そんなのが邪魔して出来ないこと
が沢山あると思うんだ。･･･…それでもいい，それでもい
いから，せめて，戦争って嫌だな～と，感じてほしいと
願う。そこから，始まると思うから。僕は嫌だなと思う
から，これを書いています。

そして翌2002年2月，ブッシュ大統領訪日の頃に
なると, ｢9.11から何を学んだか」が話題になる。

【2002/ 2 /ll静岡県19歳】もっと，想像力を持っていき
たいと思う。自分と，地理的に離れてる人たちのことも，
身の周りのことも。自分を後ろめたくするためじゃなく

て，誰か，それが要る人のために。もう少し，考えを変
えたいから。すぐに，手をつなげる距離にいるって，分
かってたいから。

【2002/ 2 /12埼玉県35歳】9.1 1を境に私の中で何かが変
わった。繰り返される映像に硬直していく心それを解
きほぐしてくれたのが，一人ひとりが寄せ合った「ちい
さな声」「何かがおかしい」と声に出した，心の叫びを

言葉にしたおかしいものはおかしいと 9 .1 1を境に自
分が何も知らなかったことがわかったアフガニスタン
へのソ連侵攻が20年近くも続いていたことパレスチナ
と イ スラ エ ル ， イ スラム の 人 々 ま だ ま だ た く さ ん 知

ることと自分の頭で考えること，想像することを繰り返
したすこしだけ，世界が広がった水があって，食べ
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物があって，住むところがあって，家族がいる たくさ
んの望みはいらない 知ること，自分のこころからわき
出す気持ちを言葉にすること，そして，忘れないこと
いまも，寒いなかで身体を寄せ合っている家族がいる

ちいさな平和をすこしずつ積み重ねて，広げていこう
【2002／2／15東京都34歳】9月11日以来何かしなくては，
でも何が出来る？と思っていた時にCHANCE !の活動
と出会いました。以来5ヶ月，テロ以前の意識に後戻り
しないように，とにかく行動をという一心で今日に至っ
ています。活動に主体的に参加すればするほどあの事件
は私の為に起こったのだという思いが強くなってきます。
無知で無関心，人を許せない狭い心，消費文明にどっぷ
り浸かって環境に負荷をかけ続ける日常生活……。どれ
をとっても今回の事件に象徴される世界の問題は自分の
内にすべてあると思います。そういう意識にここまでの

事件がなければたどり着けなかった自分を恥じるととも
に，気づいたからにはそれらを克服する為に具体的に行
動しようと日々思いながら生活するようになった自分に
も希望を持っています。
【2002/ 2 /15東京都36歳】私は今回の戦争で学んだこと
がある。人間のもつ「傲慢さ」がいかに人を傷つけ，自
然界を破壊し，あらゆる生き物の居場所を奪ってきたか
を……。そして，その「傲慢さ」を私自身の中にもしっ
かりと見た時，私が傷つけてしまったであろう人達の気
持ちを思い，涙があふれて，どうしようもなくなる。ひ
とりの人間として，どうありたいか……私は今あらため
て考えている。答えはまだ出そうにない。ただ，今思う
ことは「自分に素直でありたい」「自分の感性を信じて
生きていきたい」ということだけだ。

【2002/ 2 /15石川県37歳】9月11日から1週間，私は金
縛りにあったように，なにもできないでいました。わた
しの目を覚ましてくれたのは，小学校3年の息子の一言

でした。「戦争は絶対だめや！」そう，彼は当然のよう
に言いました。この子たちを守るには，平和を願ってい
るだけでは，祈っているだけでは，足りないのではない
か，と感じました。でも，ひとりではなにもできません
でした。背中を押してくれたのは，インターネットで出
会ったたくさんの人たちでした。

IV  9 .11以後の「紛争巻き込まれ拒否意識」
-情報戦時代における「非戦」定着の意味一

かつて政治学者石田雄は，近代日本の「平和」観
を 日 清 ・ 日 露 戦 争 期 ま で さ か の ぼ り ， 国 家 の 説 く

｢平和のための戦争＝正義の戦争」と個人原理に立
つ「絶対非戦の平和主義」の両極間の振幅を見いだ
し，60年安保闘争以降の「『平和な家庭』志向の両
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義性」を論じたo冷戦崩壊後に憲法学の和田進と歴

史学の安田浩は，「戦後民主主義」を支えた「平和」
意識に内在した①アジアへの戦争責任・加害者認識
の欠如と共に，当初は「生活の論理」として反基
地．反安保闘争の原動力であったが，やがて「豊か
さのための平和」として経済成長に従属した②「紛
争巻き込まれ拒否意識」のもろさを析出した8)。私
自身も，これらに③沖縄の忘却，④現存社会主義へ
の「平和勢力」幻想を加え，「生活保守主義」「経済
大国ナショナリズム」の延長上での受動的「平和」

観を「アメリカの影」の一部として論じたことがあ
る9)｡
それは,  9.ll以降の「平和」意識にも連続してい

るように見える。「ちいさな声」にはいくつか中国
侵略・朝鮮植民地化を反省する記憶も見られたが，
①戦争の記憶の多くは「ひもじさ」「貧しさ」や
「ヒロシマ」の被害体験だった。「平和」を語る際に
は②「生活者の論理」が優先され，「守るべきもの」
がある。③沖縄への想いは「沖縄は戦争にまきこま
れる可能性が高いから，観光客は行かないのです。

……もし沖縄に基地がなかったら，平和憲法を持つ
国日本として，戦争に撒きこまれる危険はほとんど
なくなるでしょう」と表出したが，冷戦崩壊後に急
速に進んだ日本の軍事化や改憲ムードを重視する,
私自身を含む「護憲．反戦」派の側からすれば，②
｢紛争巻き込まれ拒否意識」の楽観論と映るo

だが，いくつかの点で，重要な断絶があるo
第，に，「反戦」ではなく「非戦」の積極的主張

が現れ，広く共感を得たことであるo 9. l lが国家間

の戦争としてではなく，超大国アメリカに対するテ
ロというかたちで始まったことが，旧来の「護憲・
反戦」型運動とは異なるかたちでの平和運動をもた
らした。冷戦構造下の日本国憲法と日米安保条約の
併存の中で生まれた「護憲・反戦」型連動は，「キ
リスト教徒などがその人道主義的立場から戦争を否
認する場合非戦といい，社会主義者がその階級闘争
的立場から戦争に反対する場合反戦という」（加藤
陽子）といわれるように，しばしば政治的イデオロ

ギーと結びついていた。しかし今日では，④「社会
主義国家」中国，ベトナムや非同盟諸国会議に「平
和勢力」を期待する声はない。
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赤澤史朗は，戦後「わだつみ会」の歩みを辿って，
｢『非戦』の立場とは,戦争一般への嫌悪や反発を基

礎とした戦後日本の平和主義の一つの流れ」で，
｢侵略戦争への反対行動に立ち上がる『反戦』が，
なんらかの政治イデオロギーに立脚して不正義の戦
争を批判するのに対し，『非戦』は政治イデオロ
ギーとは無縁な地点」にあり，「『反戦』から見ると

『非戦』の立場はしばしば暖昧な『遅れた』意識に
すぎないようにもみなされるが，『非戦』は『反戦』
とは異なり，究極的にはあらゆる戦争を否定する絶
対平和主義に近接する｣，「r非戦』の思想は，受動
的に戦争に関与した民衆から自生的に発生する契機
をもっており，動員する国家に対して圧倒的に無力
な個人の視点から，戦争の実態を見ようとする」の

で「世界的な普遍性を持つ」というlO)｡坂本龍一ら
の書物は，赤澤のいう「非戦」の集大成で，ネット
上では歌手宇多田ヒカルやサッカー中田英寿の「非
戦」メッセージが，若年層に大きな影響を与えた。
確かに冷戦崩壊と湾岸戦争が重なった90年代には

｢過剰な国連中心主義」（安田浩）の他力本願が見ら‐
れたが,  9.ll以降はむしろ，国際刑事裁判所による
テロ取締が制度的に構想され，コスタリカのような

非武装国家が注目されたl l )oアメリカの報復戦争へ
の反発は，国際刑事裁判所条約や京都議定書に対す
るアメリカの身勝手な対応への批判と表裏であったO
環境教育が行き渡り’20世紀の戦争の生態系破壊の
側面が浮き彫りにされて，守るべき「豊かさ」その
ものに「自然との共生」が組み込まれ，「宇宙船地
球号」「100人の地球村」の中で考えられるように

なった。戦争は，ヒューマニズムに加えて，エコロ
ジ ー の 観 点 か ら も 拒 否 さ れ , 「 非 戦 」 の 普 遍 的 ・ 人

類的意味が浮き彫りにされた。
第 2 に , ｢ 1 0 0 人 の 地 球 村 」 風 視 点 は ， 平 和 学 が

｢構造的暴力」と名づけた南北問題や地球的格差構
造と「日本の豊かさ」の関係性を，見やすいものに
した。「平和な経済大国」日本を「普通の国」にし
武力で守る国家主義的ナショナリズムの方向にばか
りでなく，「平和ボケは大切」だからこそ，アフガ
ンの人々のために何かをしたい，行動できるという，

地球的連帯の方向にもベクトルが向かいはじめた。
もともと石田雄の「『平和な家庭」志向の両義性」

が示唆していたように,80年代「生活保守主義」は’
60年代「私生活主義」の革新性（生活革新主義）が
石油危機・高度成長終焉で換骨奪胎され保身化した
ものであった。それがポスト冷戦のグローバリゼー
ションと物質主義的成長の天井が見えた「失われた

10年」をくぐって，アジアのみならず世界の大多数
の人々に比しての「豊かさ」を構造的「加害者性」
の帰結としてとらえる「後ろめたさ」が浸透してき
た。それは，石田がいう「加害者としての自己意

識」をくく．った「個人の絶対非戦平和主義」として
自覚され成熟したわけではない。しかし，ニュー

ヨーク高層ビルの崩壊とアフガン難民の映像の対比
の中で，自分の生活を世界史的に烏激し内省する契
機となったO食卓から衣料まで外国製品に囲まれ，
海外旅行・在外生活が日常化し ,テレビからイン
ターネット．携帯電話まで無数の地球情報が「生
活」に定着すると，「いまのくらし。幸せ」を守ろ
うとする「紛争巻き込まれ拒否意識」自体が，アメ
リカほか大国と一緒に「対テロ戦争」に加わる回路

にばかりではなく，「日本の平和を地球村へ」の方
向にも向かい始めるoそれは，戦前の石橋湛山風

｢小日本主義」とも，しばしば「一国平和主義」と
批判された「戦後民主主義」とも異なり，いわば
｢万国平和主義」「地球平和主義」をめざす。
「護憲・反戦」派の中でも，「一国平和」が日本国

憲法に制度的に依存してきたことを自覚し，「日本
国憲法を地球憲法に」r憲法第9条にノーベル平和
賞を」という「別の国際貢献」への積極的主張を生
みだしたo

ただしそれは, 2002年2月NHKの10年ぶりの憲
法意識調査で，92年の憲法改正必要35％対不要42％

が今回改憲必要58％対不要23％と逆転したように，

｢護憲･反戦」運動を支えるほどに強くはないOし
かしその改憲必要理由の8割を占める「時代が変わ
り対応できない」には,自分たちで憲法をより積極
的なかたちに組み替えたいという素朴な願いも含ま
れて い る 。 国 民 投 票 制 度 を 8 割 ， 首 相 公 選 制 採 用 を

61%が支持し，第9条改正には賛成30%対反対52%
であった12)｡憲法問題においても，「非戦」派は，
いまや少数派となった「護憲・反戦」派にとって不
可欠の可能的同盟者となり，「紛争巻き込まれ拒否
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意識」は，現に有事法制や言論3法に反対する運動
の有力な基盤になっている。
第3に，石田雄が「平和主義」の原理的拠点とし

た個人主義は，生活点から成熟して「非暴力の絶対
非戦」に連なる可能性を孕んだ｡ 9.11以後にネット

上でしばしばとりあげられた20世紀の平和思想は，
レーニン，ウィルソンの民族自決でも，ネルーーチ
トー型バンドン精神・非同盟主義でもなく，ガン
ジー，キング牧師の非武装･非暴力抵抗であった｡
前節でみた小冊子『ちいさな声』の表紙には，

｢あらそいのたれをまかずにはなのたれをまこう

そうすればほらへいわのはながさくよ」とあるo
沖縄から世界に発信してきた「喜納昌吉とチャンプ
ルーズ」HPトップには，「すべての武器を楽器に，
すべての墓地を花園に，すべての人の心に花を，戦
争よりも祭を！」が掲げられ，これは「武器をなく
そう」という批判にとどまるものではなく，「楽器
に持ち替えよう！」「それに変わる良いものを創造
していこう！」というクリエイティブなメッセージ

である，と注釈されている13)｡自然性への回帰をイ
メージさせる「花」のメタファーに託された平和運
動を象徴したのが，中村哲医師を中心としたNGO
｢ペシャヮールの会」の活動であった｡ 8000人のボ
ランティア会員が，「誰も行かない所に行く他人
がやりたがらないことをやる」を合言葉に, 2001年
10月19日から02年3月31日に5万3725件7億6037万
円の「いのちの基金」を集め，アフガニスタン27万
人に小麦粉･食料油を届けたほか，「緑の大地」と
いう農村復興計画に取り組んでいるOこの運動もイ
ンターネットで広まったもので，中村医師の全国行
脚の講演会と組み合わせて，基金の収支．使途が
日々募金者に知らされ，日本からアフガニスタンが
｢見える」新しい連帯を定着させた14)o
第4に，こうした運動は，ブッシュ大統領の報復

戦争や小泉首相の自衛隊派遣には反対しながらも，
必ずしも「反米」でも「反政府」でもなかった。旧
来の「護憲・反戦」型運動との対比で言えば，日米
安保条約の廃棄よりも市民の連帯を基礎にした日米
平和条約締結を望み，反政府運動というよりも，ア
フガン復興会議へのNGO出席問題に敏感に反応し
たように，自分たちの社会的ボイスの参加で政府の
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政策を変えようとする。つまり，国民国家による国
際関係的秩序に満足せず，地球的平和を諸個人・地
域社会・国民社会からボトムアッフ°に構築する「グ

ローバル．ガバナンス」の方向性をもっているO
第5に，これらの「平和」の運動は，インター

ネットを通じて情報を共有し,時に集会やデモを一
緒に行うことはあっても，基本的には個人．ML･
HP単位でそれぞれ得意な領域での個性的スタイル

を保持し，ゆるやかなネットワーク型連帯で進めら
れた。

ネット上でいえば，私の「イマジン」のほか，
｢アメリカ同時多発テロへの武力報復に反対する
ホームページリンク集」「CHANCE ! 平和を創る
ネットワーク」「プレマ(PREMA ) 21ネット」

｢Peace Weblog」「反戦・平和アクション」「ANTI-
WAR」などいくつもの個性的ポータルサイトが，
それぞれにリンクしあって結節点になり，だれもが
運動全体を見渡しながら，それぞれに活動する広が
りだった。石田雄がかつて「ベトナムに平和を1
市民連合（ベ平連)」の結成に「個人原理の非戦」
を見出したひそみにならえば’9．11は，無数の「べ
平連」型ネットを生みだし，アメーバ状に広がり，

さまざまにうごめいた。平和運動においても，機動
戦風「民主集中制」でも陣地戦風「組織動員型」で
もない，情報戦時代の「ネットワーク型」組織の有
効性が示されたのである15)｡
最後に,  9.11事件の性格そのものからして，そこ

での「平和」は，日本一国にとどまることはできな
かった。「グローバル･ピース･キャンペーン」 や
｢ペシャワールの会」のみならず，個人単位で国境
を超える，数多くの連帯が生まれたo私の個人HP
にさえ，欧米諸国からばかりでなく，韓国・メキシ
コ・インド・オーストラリア等から声が寄せられたO
アメリカ合衆国内平和サイトZNET・Alter Netな
どから情報が日常的に地球をかけめぐり，この7月
にはアメリカのメディア「帝国」CNNに対抗する
民衆的地球情報メディアZNNが発足した16)｡

もはや紙数は尽きたので，アントニオ･グラムシ
｢機動戦から陣地戦へ」の延長上での「陣地戦から
情報戦へ」という私の時代認識 政治と戦争のアナ
ロジーを超えた「仮想敵を持たない非暴力・寛容。
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自己統治の政治」の構想については，拙著『20世紀
を超えて』を参照して頂きたい。
冒頭の丸山真男の言葉を改めて引けば，情報戦時

代の「平和」とは，地球的規模での「平和の道徳的
優位性」構築にほかならない。それは，ヘケモニー
をめぐる分子的変化のネットワークづくりであり，

ベンヤミン風にいえば，「平和」を国民国家間パ
ワーゲームの「礼拝的価値」から，無数の市民が内
面化し行動する「展示的価値」に組み替えて,「平
和に生きる権利」にする運動にほかならない。

それは，知的世界では，チョムスキー，サイード
らのアピールに呼応し，丸山真男・坂本義和らの平
和 論 を ひ き つ ぎ 発 展 さ せ た ， 小 林 正 弥 「 黙 示 録 的 世

界の『戦争』を超えて」という未完の大作を生みだ
した。それは，「公共哲学ネットワーク」HPに連
載されて, 1950年代「平和問題談話会」を現代的に
継承し，平和論を開放ネットワーク型で構築する ,

いわば「アカデミック．リナックス」となった17)｡
そして，世界的には,戦争と平和をめぐるマトリ

クスの総体が個人単位の情報・言論戦にいったん解
体され，「世界経済フォーラムか世界社会フォーラ

ムか」という，わかりやすい対抗になった｡ 2002年
l月末にニューヨークで開かれた先進国首脳・多国
籍企業エリートの「世界経済フォーラム(WEF,
通称ダボス会議)」は，「反テロ戦争」と「グローバ
リゼーション」を掲げ，アメリカ中心の世界秩序の
維持．強化を図った･それに対抗して’ブラジル・
ポルトアレグレで開かれた市民．NGO・自治体．

議員の「世界社会フォーラム(WSF)」は，「もう
ひとつの地球」「暴力の構造的連鎖とたたかう」を
合言葉に,  150か国8万人を集めた18)｡

「文明間の対話」や「人間の安全保障」の時代に
入って，東西冷戦時代の「資本主義対社会主義」に
強 く 規 定 さ れ ， 日 本 国 憲 法 第 9 条 に 制 度 的 に 依 存 し

育まれてきたわが国の「平和」も，その世界史的対
抗軸の転移に応じた変容を迫られ,9.11を契機に，
新たな分子的変化を凝集する段階に入ったのである0

l) 丸山真男『自己内対話』みすず書房,  1998年,89-
90頁。この文章は「近代戦争は，国際的，国家的，個
人的の三つの平面で，三つの戦線で同時に闘われる」

という「戦争の巨大化とゲリラの意味」に続いて記さ
れ，「革命もまた戦争よりは平和に近い。革命を短期
決戦の相においてだけ見るものは，「戦争』の言葉で
『革命』を語るものであり，それは革命の道徳的権威
を戦争なみに引下げることである」と続く。本稿全体
について，石堂清倫『20世紀の意味』平凡社, 2001年，

加藤哲郎r20世紀を超えて』花伝社, 2001年，参照。
2）「加藤哲郎のネチズン・カレッジ」内「イマジン」
http://www.ff.iij 4 u.or.jp/  katote/imagine・html.
特設サイト「イマジン」は膨張を続け，世界の戦争と
平和のニュース・論説をほぼ毎日リンクする本サイト
のほかに，すべての記録を時系列でデータベース化す
る「反戦日誌｣，重要な論文・論説を集めた「データ
ベース2001｣ ,祈り・癒しの詩・エッセイ・音楽・映
像・漫画等を収めた「イマジン・ギャレリー｣，若者
の声と活動・意識調査を収めた「大学生平和ニュー

ス」「高校生平和ニュース」等に分割されている。
3） 加藤「9 .1 l以後の世界と草の根民主主義ネット
ワーク」『日韓教育フォーラム』200 1年11月号，同
「ネットワーク時代に真のデモクラシーは完成するの
か」『データパル2002』小学館,  2002年，同「ウェブ
上に集った市民が現実政治を変えている」『エコノミ
スト』2002年7月2日号，など。

4）「ニュースステーション世論調査」ht tp : / /www .
tv-asah i .co . j p/nstat ion/research/researchs .html

5） 池田香代子＝ダグラス・ラミス「世界がもし100人

の村だったら』マガジンハウス, 2001年，池田香代子
「世界がもし100人の村だったら 2』マガジンハウス，
2002年。目良誠二郎「『100人の地球村』の誕生」

http: / / members. jcomhome. ne. jp / katori / mera.
h tm l ,  ｢CHANCE !平和を創る人々のネットワー

ク」http : / /g ive -peace-a -chance . jp/ index .shtml ,

森岡正博「生命学ホームページ」http://www.l ifestu
dies. org/jp/ tero O8. htm,オウム系サイト半剛I思惟
「100人の村メールの真相」http://deva.aleph.to/doc
uments/index.html#100village｡ NHK ･ ETV2002
「『100人の地球村』からのメッセージ」(6月17H)は，
その歴史的流れと日本的受容を特集番組にした。

6） 坂本龍一監修『非戦』幻冬社, 2001年。「sitesaka
mo t o ｣ h t t p : / / w ww . s i t e s a k am o t Q c om /WTC 9 1 1 /

deb r i so fp raye r / i ndex . h tm l

7）『ちいさな声 200 1年9-10月』『ちいさな声2
200 1年11月-2002年2月』。この小冊子には，「声」を
受け取った各党国会議員の名簿も掲載されている。

http : / /www・i toh .o rg/ io /message .h tm l

8 ）石田雄『日本の政治と言葉〔下〕 -「平和」と
(53頁へ続く）

現代日本社会における「平和」（加藤） 45
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